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2026年12月期  中間報告書
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IR・投資家情報サイト
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　平素より格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　７月28日に発生した「令和8年熊本地震」により被災されたみなさまに、
心よりお見舞い申し上げます。私たちコカ・コーラ ボトラーズジャパン
にとって、この地域は事業拠点であるだけでなく、多くの方々との
つながりによって支えられてきた大切な場所です。当社はこれからも
地域社会の一員として、復旧・復興に貢献してまいります。
　上期（2026年1月1日～６月30日）の経営概況や今後の見通し
などについてご報告いたします。

上期の総括および今後の見通し
　当社は、中期経営計画「Vision 2030」の初年度である2026年を
「意欲的な中長期目標の達成に向け大きく前進する年」と位置づけ、
ビジネスユニットごとの事業運営による競争力向上や収益性改善、
変革を通じた事業基盤のさらなる強化に取り組み、収益性と資本効率
の向上を図ってまいりました。その結果、上期の売上収益は前年同期
比1.3%増収の4,232億円となり、事業利益は、年間の増益目標額の
６割以上を上期に達成し、前年同期比5倍以上の81億円となりました。
親会社の所有者に帰属する中間利益につきましては、事業利益の増加
に加え、前第２四半期（2025年４月1日～6月30日）にベンディング
事業において減損損失を計上したことの反動などにより、前年同期
と比べ707億円の大幅増益となり、48億円となりました。業績の着実
な回復により、2018年以来、8年ぶりに、親会社の所有者に帰属する
中間利益の黒字化を達成いたしました。

　今後の見通しといたしましては、先行き不透明な状況下ではあり
ますが、中東情勢の影響により想定される年内のコスト増加への
対応は可能だと考えております。好調な増益トレンドを加速させると
ともに、価格改定の実施や「モンスターエナジー」の自動販売機での
展開、追加のコスト削減策の実行など、あらゆる策を積極的に講じる
ことで、通期の事業利益目標350億円の達成を目指すとともに、意欲
的な中長期目標の達成に向け、大きく前進してまいります。

株主還元および配当について
　2026年12月期の配当につきましては、累進配当の方針に基づき、
１株当たり、中間配当金を35円、期末配当金を37円（予定）とし、
年間では前期比12円増配の72円を見込んでおります。また、現在
進行中の300億円を上限とした自己株式取得を予定どおり実施する
とともに、このたび、2026年11月から新たに400億円を上限とした
自己株式取得を実施する旨を発表いたしました。好調な業績を
ふまえ、自己株式取得の規模を前回比100億円増額しております。
当社は、「Vision 2030」において、2030年までの累計1,500億円
の自己株式取得や、2030年の1株当たり配当金140～150円と
いった意欲的な株主還元目標を掲げており、今後も、株主価値のさら
なる増大に向けた機会を常に模索してまいります。

　株主のみなさまにおかれましては、引き続き、当社へのご理解と
長きにわたるご支援を賜りますようお願い申し上げます。

カリン・ドラガン
代表取締役社長



株主還元の拡充

連結決算ハイライト（IFRS）
売上収益 親会社の所有者に帰属する

中間利益事業利益

（注）事業利益は、事業の経常的な業績をはかるための指標であり、売上収益から売上原価ならびに販売費及び一般管理費を控除するとともに、その他の収益およびその他の費用のうち経常
的に発生する損益を加減算したものです。

※［取得期間］ •2025年分：2024年11月11日～2025年10月31日
 •2026年分：2025年11月 1 日～2026年10月31日（実施中）
 •2027年分：2026年11月 1 日～2027年10月31日（発表済み）
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詳しくは当社ウェブサイトの「2026年第2四半期 決算説明会資料」をご覧ください。
https://www.ccbj-holdings.com/ir/library/presentation.php

　当社は、株主価値のさらなる増大を目指した中期経営計画「Vision 2030」において、当社史上最大規模の株主還元の実施を予定
しております。2030年に、過去最高益の約2倍となる事業利益800億円以上、資本コストの約2倍となるROIC(投下資本利益率)10％
以上といった意欲的な目標の達成を目指すとともに、業績向上とあわせて、2030年の1株当たり配当金目標140～150円に向けた
増配や、累計1,500億円の自己株式取得の実施を目指し、株主価値のさらなる増大を図ってまいります。
　2026年は、1株当たり配当金の前期比12円の増配（中間配当+7円、期末配当+5円）を予定するとともに、このたび、11月から
1年間で400億円の自己株式取得を実施する旨を決定するなど、順調な業績の進捗とあわせて、株主還元の拡充を図っております。

●1株当たり配当金の実績および目標（単位：円） ●自己株式取得の実績および目標（単位：億円）
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決算短信や有価証券報告書等の開示資料、決算説明会のプレゼンテーション（資料およびウェブ
キャストアーカイブ）、統合報告書など、豊富なIR情報を掲載しています。

詳しくは当社ウェブサイトの
「IR・投資家情報」をご覧ください。

https://www.ccbj-holdings.com/ir/

「統合報告書2026」はこちらをご覧ください。

https://www.ccbj-holdings.com/ir/library/annual.php

当社のニュースリリースは
こちらをご覧ください。

IRツールのご紹介

（2026年6月30日現在）会社概要・株式情報

〒107-6211 東京都港区赤坂九丁目7番1号　ミッドタウン・タワー
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毎年1月1日から12月31日まで
毎年3月開催

定時株主総会：毎年12月31日、期末配当金：毎年12月31日、中間配当金：毎年6月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

■

■大株主一覧

■所有者別状況（議決権の構成比）

（注1）「大株主一覧」および「所有者
別状況」は、役員報酬BIP信託
および株式付与ESOP信託が
保有する当社株式を含んでい
ます。

（注2）ザ コカ･コーラ カンパニーが
日本コカ･コーラ㈱および
THE COCA-COLA EXPORT 
CORPORATION等の子会社
を通じて28.13％を保有して
います。

代表取締役社長
カリン･ドラガン

事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日

電子公告により、当社ウェブサイトに掲載します。ただし、事故その他やむを得ない
事由によって電子公告による公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載します。
当社ウェブサイト（電子公告）：
https://www.ccbj-holdings.com/corporate/public_notice/

株主メモ

代表取締役副社長 CFO
ビヨン･イヴァル･ウルゲネス

代表取締役副社長
役員室長 兼 社長補佐
荷堂 真紀

社外取締役 独立役員
和田 浩子

社外取締役 独立役員
谷村 広和

社外取締役 独立役員
行徳 セルソ

社外取締役 独立役員
磯貝 友紀

社外取締役（監査等委員）
ステイシー･アプター

社外取締役（監査等委員）
独立役員
濱田 奈巳

社外取締役（監査等委員）
サンケット･レイ

社外取締役（監査等委員）
独立役員
佐伯 里歌

取締役

会社概要

株式の状況

コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス株式会社
Coca-Cola Bottlers Japan Holdings Inc.
東京都港区赤坂九丁目7番1号 ミッドタウン・タワー
1960年12月20日
152億3千2百万円
12,723名

商 号

本 社 所 在 地
設 立
資 本 金
連 結 従 業 員 数

■

■

■

■

■

東京証券取引所 プライム市場 証券コード：2579
500,000千株
171,269千株（議決権総数：1,636,396個）
69,761名（議決権を有する株主数：51,601名）
100株

上場証券取引所
発行可能株式総数
発行済株式総数
株 主 数
1単元の株式数

詳しくは当社ウェブサイトの「株式に関するお手続き」をご覧ください。
https://www.ccbj-holdings.com/ir/stockholder/procedure.php

（1単元：100株）

株主名 持株数（単元） 議決権比率（％）

日本コカ･コーラ株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
THE COCA-COLA EXPORT CORPORATION
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
公益財団法人市村清新技術財団

279,561
190,187
140,012
58,830
52,947

17.08
11.62
8.56
3.60
3.24

金融機関

証券会社

その他国内法人

外国法人等

個人その他

18.40％

3.83％

31.55％

33.85％

12.37％

公 告 の 方 法

https://www.ccbj-holdings.
com/all-news/

https://www.ccbj-holdings.com/all-news/


新製品･キャンペーンの紹介

～「コカ･コーラ FIFA ワールドカップ26」キャンペーンを実施～

「ジョージア」「綾鷹」「やかんの麦茶 from 爽健美茶」

「FIFA ワールドカップ26」の開催にあわせ、サッカーボールや参加する人気国をイメージした
限定デザインパッケージを発売するとともに、対象製品を購入すると先着順または抽選でオリジナル
グッズがもらえるキャンペーン等を実施。
「FIFA ワールドカップ26」の公式スポーツ飲料「アクエリアス」では、糖類・カロリーWゼロ※の
「アクエリアス THE 0」を発売。
※食品表示基準に基づき、カロリーゼロ：100ml当たり5kcal未満、 糖類ゼロ：100ml当たり0.5g未満をゼロと定義。

“おにぎりには「綾鷹」”を推進すべく、「おにぎり食堂 綾鷹屋」
のキッチンカー出店などによる体験型イベントやおにぎりと
「綾鷹」を楽しめる各種キャンペーンを実施。
「やかんの麦茶 from 爽健美茶」では、国民的大人気家族
アニメ「クレヨンしんちゃん」とのコラボレーションボトルを
期間限定で展開。

「ジョージア」では、500ml PETボトルおよび缶の主要製品
を3月にリニューアルし、味わいとグラフィックを進化。
働く人の良質な休憩に寄り添うコーヒーブランドとして、
前向きに挑戦を続ける人々の背中を後押しするコーヒー
体験をお届けすべく、自動販売機による「ジョージア休憩所」
の設置や、各種休憩グッズが当たるキャンペーンを実施。

炭酸 スポーツ

茶系 コーヒー

「コカ･コーラ」「アクエリアス」



当社は水資源保全活動の一環として、2006年から地域のみなさまと社員がともに、
かけがえのない水の大切さや生物多様性の保全について学ぶ「コカ･コーラ『森に
学ぼう』プロジェクト」を実施しています。2026年に20周年を迎えたことを記念し、
各地の水源域で特別プログラムを実施したほか、白州工場において「い・ろ・は・す」に
ちなんだイロハモミジの記念植樹※を行いました。

コカ･コーラ「森に学ぼう」プロジェクトは
20周年を迎えました

https://www.ccbji.co.jp/csv/environment/water/forest/

「森に学ぼう」プロジェクトについて
詳しくは当社ウェブサイトをご覧ください。

数字で見る「森に学ぼう」20周年
（2025年12月末）

総実施回数
244回

17,624名

実施地域
全17工場の水源域

延べ参加人数 連携
パートナー 61団体
（自治体・森林組合・ＮＰＯなど）

Sustainability

Vending

モンスターエナジージャパン合同会社および国内の販売権を持つアサヒ
飲料株式会社との合意に基づき、6月上旬より、当社事業エリア内の自動
販売機において、「モンスターエナジー(355ml缶)」の販売を開始しま
した。この取り組みを通じて、当社はお客さまの選択肢および購買機会の
拡大を図るとともに、売上成長と収益性の向上を目指します。
※飲料総研推計 エナジードリンク市場 2025年1月～12月メーカー販売箱数（日本国内）

国内No.1※エナジードリンクブランド
「モンスターエナジー」を自動販売機で
取り扱い開始
ベンディング事業における新たな価値創出と成長加速を推進

エナジードリンクの
リーディングブランド

業界最大規模の
自動販売機ネットワーク

トピックス

※2026年7月4日 「森に学ぼう in 山梨はくしゅう」（参加者数：過去最多の約160名、メディア掲載件数：80件以上）にて実施。



100株以上1,000株未満

半年以上３年未満継続保有期間 ３年以上

5枚/回 10枚/回
10枚/回 20枚/回1,000株以上

毎年６月30日または
12月31日から３ヵ月以内に
発送予定

株主優待チケットを受け取る 株主優待チケットを
使ってCoke ON®
ドリンクチケット
を取得する

当社自動販売機で
お好きなコカ･コーラ社
製品と交換する

コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス
株主優待事務局
TEL：0120-179-515

Coke ON®について Coke ON®アプリの使い方
https://c.cocacola.co.jp/app/ https://c.cocacola.co.jp/app/howto/index.html

株主優待制度のご案内
～Coke ON®ドリンクチケットを用いた株主優待～

（10：00～17：00：土日祝日を除く）

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

※「コカ･コーラ」および「Coke ON」は、The Coca-Cola Company Limitedの登録商標です。

発送時期 お問い合わせ先

　毎年6月30日または12月31時点で100株以上を半年以上継続して保有いただいている株主のみなさまに、日頃の感謝のしるし
といたしまして、Coke ON®ドリンクチケットを用いた株主優待制度を設けております。保有株式数および保有期間に応じて、 
Coke ON®ドリンクチケットを贈呈いたします。
　この機会に、当社の自動販売機やCoke ON®アプリ、コカ・コーラ社製品をより身近に楽しんでいただき、より多くの株主のみなさまに、
中長期的な視点で当社の成長をご支援いただくとともに、当社およびコカ･コーラ社製品へのさらなるご愛顧を賜れますと幸いです。

※半年以上継続保有していただいている株主さまとは、毎年6月30日時点または12月31日時点で、当社株主名簿に同一の株主番号で半年以上継続して100株以上記載または記録
されている株主さま（同一の株主番号で3月31日時点、6月30日時点、9月30日時点、12月31日時点の株主名簿に、優待基準日から遡って３回以上継続して記載または記録され
ている株主さま）といたします。

※株主優待チケット1枚で、Coke ON®ドリンクチケット5枚分をダウンロードすることができます。
※継続保有期間3年以上とは、毎年6月30日時点または12月31日時点で、当社株主名簿に、同一の株主番号で3年以上継続して100株以上記載または記録されている状態（同一の
株主番号で3月31日時点、6月30日時点、9月30日時点、12月31日時点の株主名簿に、優待基準日から遡って13回以上継続して記載または記録されている状態）といたします。

対象となる株主さま 毎年6月30日または12月31日時点の株主名簿上で、当社株式100株以上を
半年以上継続保有していただいている株主さま

株主優待の内容 次の保有株式数および保有期間に応じて、Coke ON®対応自販機で使える
Coke ON®ドリンクチケットを贈呈いたします。

ドリンクチケット

ドリンクチケット

ドリンクチケット

ドリンクチケット

株主優待でコカ･コーラ社製品をもらおう！

1 2 3DRINK
TICKET


